
117A33
117A33では「むずむずという言葉を多用しているけど、この症例はいわゆ
るむずむず脚症候群というよりはアカシジアだよ！」ということを出題者の
先生は伝えたいのではと勝手に思っています笑

むずむず脚症候群が出題されるときは必須の診断基準で特徴となる症状の日
内変動が強調されるはずです！
また、むずむず脚症候群は必ずしも「むずむず」するというわけでもなく名
称として紛らわしいので、最近ではRestless legs症候群(下肢静止不能症候
群)と呼ばれることが多いそうです！

アカシジアとむずむず脚症候群を比べてみました！
この両者の概念の違いをまとめるのはかなり時間がかかりました笑
国試では歩き回ってしまう患者は
抗精神病薬投与後←アカシジア
特発性←むずむず脚症候群(下肢静止不能症候群)
という理解で大丈夫です！
厳密に判断しなくても問題は解けます！

118回では抗精神病薬の副作用でアカシジアの併発が
多い遅発性ジスキネジアが出題されると予想します。

㉖アカシジア・
むずむず脚症候群

118回予想



下肢に「むずむずする」などの異常感覚が生じたり、「絶えず動いていたい」と
いった衝動が生じることによって「じっとしていられない」という症状が出る。

症状の日内変動なし 症状の日内変動あり

主に特発性で原因不明抗精神病薬投与が原因

抗精神病薬の減量 ドパミン受容体作動薬
  (プラミペキソール)

⭕⭕

112A26117A33

共通の病態は
ドパミン不足

☑

薬剤誘発性アカシジアの患者がむずむず
脚症候群を併せ持つ場合も多いとされてお
り、本問の情報からは症状の日内変動が読
み取れないため診断基準を満たしていない
ものの合併している可能性はある。

108I2

☑

入眠後に足がピクピク
動いて中途覚醒してしま
い睡眠不足になる周期性
四肢運動障害を高頻度に
合併する。

⭕⭕

109回看護師国家試験　午前66問目

狭義のアカシジア
下肢静止不能症候群薬剤誘発性アカシジア
むずむず脚症候群

Restless legs症候群

抗精神病薬
の副作用
として定義

症状を
まとめた
症候群と
して定義

☑

117A33はこの看護師国家試験問題から
の延長だと考えると薬剤誘発性アカシジア
の状態の患者が夜間に寝付きにくいという
不眠症を伴っている状態だと思われる。



109回看護師国家試験　午前66問目

⭕

⭕

☑

薬剤誘発性アカシジアの患者がむずむず
脚症候群を併せ持つ場合も多いとされてお
り、本問の情報からは症状の日内変動が読
み取れないため診断基準を満たしていない
ものの合併している可能性はある。

☑

117A33はこの看護師国家試験問題からの延長
だと考えると薬剤誘発性アカシジアの状態の患者
が夜間に寝付きにくいという不眠症を伴っている
状態だと思われる。

117A33では「むずむずという言葉を多用しているけど、この症例はむずむず脚症候群
というよりはアカシジアだよ！」ということを出題者の先生は伝えたいのではと作成者
は考えています。

117A33



https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iryou/topics/tp210416-02.html

勝手に口が動いて
しまうんです。

☑

夜間睡眠時には消失する。

☑

精神的ストレスがかかると
症状は増悪する。

☑

症状を止めようと意識すると一時的に
軽減するものの、すぐに症状は再開する
ため完全に止めることはできない。

無意識に口をもぐもぐ
させたり舌を突き出し
たりする。

レボドパ投与に関連
して、
手足や胴体が
くねくね・うねうね
する。

レボドパ服用後に次のレボドパ
服用まで薬効が持続しないため
にParkinson症状が生じてしま
う現象を指す。

wearing-off現象
の併発多い。

アカシジアの併発多い。

ジスキネジアとは自分の意思とは無関係に起こる様々な不随意運動が組み合わさって生じる奇妙な
運動を総称する言葉である。

脳内神経系に作用する薬剤の副作用として遅発性ジスキネジアとL-ドパ誘発性ジスキネジアがある。

☑

抗精神病薬

☑

抗うつ薬

☑

抗パーキンソン病薬　
　(L-ドパ:レボドパ)



第106回薬剤師国家試験問題問58

⭕

⭕

第104回看護師国家試験問題午後79問目

⭕

⭕

2021年実施

2021年実施

2021年実施第114回歯科医師国家試験問題B問題55問目

第115回医師医師国家試験問題A問題23問目


